
５－１５－１ 新城市における地域公共交通活性化・再生総合事業新城市における地域公共交通活性化・再生総合事業

新城市地域公共交通活性化協議会新城市地域公共交通総合連携計画の目標

１

住民にとって利便性が高く、かつ効率的な運行を作り上げるた

め、６つのポイントを掲げ着実に実行する。改善を繰り返し、住民

に親しまれ、住民が支え、住民にとって便利な公共交通網を構築

する。

バス利用者代表・学識経験者・愛知県バス協会・

豊鉄バス（株）・豊鉄タクシー（株）・豊橋鉄道労働

組合・老人クラブ代表・小中学校PTA代表・中部運

輸局・愛知県・愛知県警察・新城市

【事務局】新城市企画課内 0536-23-7620
目標達成のための6つのポイント

運行形態・路線網の検討

地域の実情に合わせた運

行形態の採用と、路線網に

合わせた乗り継ぎの円滑化

ニーズの把握と反映

乗降調査やアンケートに

よる利用者ニーズの把握と、

運行への反映

利用しやすい料金体系

市営バス料金の統一と、

民間バス路線との協議によ

る利用しやすい料金体系の

構築

バス関連施設の整備
バス停、乗継拠点、運行

案内板など、バス関連施設
の計画的整備

地域・利用者の参画
地域住民及び利用者が、

運行計画策定や見直しに
参画できる仕組みづくり

積極的な情報提供
鉄道及びバス路線に関す

るパンフレットの作成など、
積極的な情報提供

新公共交通システム支援のための組織図
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路線を守り育てる会

新城市地域公共交通会議

新城地域部会

作手地域部会 鳳来地域部会

路線を守り育てる会



２０年度事業の実施状況

１） 実証運行

２

■ 作手線 （Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１）

運行区間 新城東高校～高里（２２．１ｋｍ）

運行本数 １日 １往復

運 賃 １６０円～８６０円

運行事業者 豊鉄バス株式会社

■ つくであしがる線 （Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１）

運行区間 月曜ルート～土曜ルート

運行本数 １日４往復

運 賃 ２００円均一（大人）

運行事業者 新城市

■ 西部線 （Ｈ２０．７．１～Ｈ２３．３．３１）

運行区間 川田原公民館～新城東高校

（往路９．６ｋｍ 復路９．２ｋｍ）

運行本数 １日６往復

運 賃 ２００円均一(大人）

運行事業者 豊鉄タクシー株式会社

■ 塩瀬線 （Ｈ２０．１０．１～Ｈ２３．３．３１）

運行区間 上島田～大海駅

（２２．３ｋｍ（只持ルート：２２．２ｋｍ））

運行本数 大海方面５便 上島田方面６便

運 賃 ２００円均一(大人）

運行事業者 新城市

３） パンフレット作成

ＪＲ飯田線やバス運行をＰＲするため、パンフレットを作成した。

４） 共通回数券の発行

バス利用者の利便性向上と利用促進を
目指し、Ｓバスに共通の回数乗車券を新た
に発行した。

Ｓバス回数乗車券

１．事業の内容

２） 車両のラッピング

作手地域中学生の絵をラッピング

バス利用を促すための取り組みとして、地元中学生及び小
学生の描いた絵をデザインした、ラッピングバスを導入。

作手地域小学生の絵をラッピング



３

２．プロセス・創意工夫

バス利用者・バス事業者・地域住民による公共交通研究

会により、新公共交通システムを検討。

バス運行のＰＲとバスへの愛着を醸成するため、地域の

小中学生が描いた絵をデザインしたラッピングバスを導入。

利用者及び地域の意見を積極的に取り入れるため、公共

交通会議の下部組織として地域部会を設置。

利用者の利便を向上させ、乗り継ぎを容易にする取り組

みとして、共通回数券を導入。

運行路線を地域のバスとして守り、そして育てるための仕

組みとして、路線ごとに「守り育てる会」を設置。

３．事業費等（単位千円）

総事業費 ２０，４８９

守り育てる会

４．利用実績

交通空白地域にバスを実証運行することにより、当該地

域の住民に、移動手段を提供できた。

共通回数券の発行により、利便性が向上しバス利用者を

増やすことができた。

利用状況の調査及び地域住民の意見を反映し、バス路線

を見直した結果、効率の良いバス運行となった。

地域・路線ごとにバス運行を協議する組織を設置したこと

で、利用者意見の把握と反映が可能となった。

運賃収入 ２，４１５
地域負担
・市負担金 ９，９７１
総合事業費補助金 ８，１０３

５．事業実施効果

２，５４２人２，３５２人１，１９９人２，１３５人計

３７８人２６４人１１７人１９８人３月

４２９人２２３人７９人２８４人２月

４０１人２３７人７８人６７人１月

４３４人２３８人８４人２４４人１２月

３９１人２４７人１３８人６３人１１月

５０９人２９２人１１３人２２４人１０月

―２９８人９８人９５人９月

―２６６人８３人１６６人８月

―２８７人１０３人３７４人７月

――１１０人１２６人６月

――８４人２４０人５月

――８３人５４人４月

塩瀬線西部線つくであしがる線作手線増便

【実証運行路線の月別利用者数】

２，５４２人２，３５２人１，１９９人２，１３５人計

３７８人２６４人１１７人１９８人３月

４２９人２２３人７９人２８４人２月

４０１人２３７人７８人６７人１月

４３４人２３８人８４人２４４人１２月

３９１人２４７人１３８人６３人１１月

５０９人２９２人１１３人２２４人１０月

―２９８人９８人９５人９月

―２６６人８３人１６６人８月

―２８７人１０３人３７４人７月

――１１０人１２６人６月

――８４人２４０人５月

――８３人５４人４月

塩瀬線西部線つくであしがる線作手線増便

【実証運行路線の月別利用者数】



６．今後の課題

バス待合施設の計画的整備

バス運行情報のさらなる提供

利用者の少ない路線の利用促進への取り組み

利用者意見の把握と反映の継続

２１・２２年度の事業予定

市営バス実証運行・・・・・・・・・・・・２１年度・２２年度

コミュニティバス実証運行 ・・・・・・２１年度・２２年度

ラッピングバス導入･･････････・・･２１年度・２２年度

Ｓバス料金統一・・・・・・・・・・・・・・・２２年度

バス停整備 ･・・・・・・・・・・・・・・・・２２年度

４

実証運行路線図


